
わずかな軽量化から生まれるモノ
　不安定な船の上から沖堤のテトラを打ち、ヒラスズキを狙ったのが初め
てこのルアーを使ったシチュエーション。重過ぎず、軽過ぎず、足もとフラフ
ラの波気のある海面に浮かぶ船の上からのキャストでビシビシとテトラの
隙間に決まる感じ。
　ほんの少し軽量化されただけでこんなにも、キャスタビリティが上がるも
のなのか？と思える程キャスト感はとっても素直な「裂波120ハイフロートチ
ューン」。
　釣りビジョン「シーバスキャンプ」の高知ロケで、初めて使った「ハイフロ
ート」の印象は、軽くなってバランスはより絶妙になった感じが強い、が決し
て水面から暴れて飛び出る感じでは無い。しかも、その動きはキビキビ、活
き活きと見え、かなりの泳ぎ出しのレスポンスを兼ね備えてると言えよう。
　それって？？ スタンダード裂波も同じじゃねぇって思われるでしょうが、そ
のインパクトというか、印象的なものは、ホントに思わず「おぉー！」って思え
る程。
　使い分けが出来るとしたら大きな武器にもなるし、ローテーションのごく
小さな穴を埋めるには持って来いなセッティングになるのは間違いない！
　例えばレンジ。標準＃6番のフックが装備されているのだが、これを5番
に変更すると、従来の裂波とほぼ同じレンジ設定に近づく感じ。フックの番
手を上げてレンジの入り過ぎる感じをコントロールするにはうってつけのセ
ッティングなのです。
　このほんの些細なセッティングがショートバイトか、深いバイトを得られる

かの違いとして出てきたりするのがまた不思議なシーバスフィッシングの面
白さでもある訳です！！

強烈なアピールの「浮上」アクション
　そして、よりシャロー攻略に向いている「裂波120ハイフロートチューン」
は、これがまた僕の様な「シャローフェチ」には堪らない訳でして、その泳ぎ
だしの軽快さを生かし、ほんの少しのレンジを入れて、手にはルアーが泳い
でる感じが伝わって無くてもかなりのロールを発生しているという、微妙な
速さの泳ぎ出し。裂波独特のレードルリップといわれる“アゴ”による泳ぎの
強さがボディを軽量化する事によって、より泳ぎ出しが“スムーズに確実に
泳ぐ”を低速でも実現出来ていると思います。
　では、これがどういう利点を生むか？ もし、磯でヒラスズキを狙ってる場
合としましょう。昨今シンペンを使ったシモリの近辺でのテンションフォール
（バルバロッサやハニトラを使った様な）が話題となっていますが、その逆
での「浮き上がり」というメソッドがあります。これが「沈める」と同様、いや
それ以上に魚にアピールされる事はソルト界ではあまり知られていないと
思いますが「バス」の世界では「浮上」のアクションが完全なメソッドとな
り、その時の姿勢、動きが魚を誘発する事はかなり知られていると思いま
す。よね？ 庄司さん。（笑）
　現実として、ロケ当日もテトラの間でリトリーブを止めている
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sasuke120裂波 ハイフロートチューンに強烈なバ
イトが出ました。テトラとテトラの隙間のサラシの中
での「浮く」というアクションが強烈なアピールを生
んでいたのは間違いありません。

ハイフロートならではの攻略
　川や港湾での釣りでもほんの少しの「流れ」を掴
んでアクションし易く、テンションをキープするくらいで
もしっかりとしたアクションを生んでくれる。これは大
きなアドバンテージとなり、komomoやkomomo2と
のシャロー域でのローテーションに加えて間違いな
い設定となっています。

　ハイフロートチューンならではの「浮上アクショ
ン！」ハイフロートチューンならではの「泳ぎ出し良さ！」
ハイフロートチューンならではの「軽快なアクション！」
　そして、河川上流部の様な淡水域では、サスペン
ドかスローシンキングになってしまってた通常の「裂
波」と比べ、確実に淡水域でも浮くので新たな攻略
法が見えてくると思います。これら数々の新しい性
能を是非堪能して頂きたいです。

ボーンボディって何？

ハイフロート
チューン

ならではの

浮上アクショ
ン！！

今回のsasuke120裂波ハイフロートチューンに使われるボーン素材
はボディの樹脂の呼び名である。通常ima製品に使われているの
は、透明のＡＢＳ（プラスチック）なのだが、今回のハイフロートチュー
ンに使用されているのはナチュラル（乳白）のＡＢＳを使用。未塗装

の素材がボーン（骨）のような象牙色をしていることからそう呼ばれ
る。このボーン素材は通常ルアーで多く使用されている透明のＡＢＳ
樹脂よりも若干比重が軽く、さらに硬度も若干高いので、ウエイトや
ラトルのヒット音も大きく響くといった特徴もみられる。ima Bassでの
高い実績からソルトにも応用された。素材の比重・硬度、ウエイトチ
ューニングにより、また新たにsasukeワールドが広がった。
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